
様式第８号（第 11 条関係） 

平成３０年  ３月 １６日 

熊取町議会 

議長        坂上 巳生男 殿 

                                                会派名 未来 

                                                幹事長名        阪口  均 印 

                                                経理責任者      坂上 昌史 印 

 

会派視察実施報告書 

  熊取町議会政務活動費交付要領第11条の規定に基づき、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

視 察 期 間 平成 30 年 2 月 14 日（水）～15 日（㈭） 

）～ ２８年 ８月２７日（㈯） 
視 察 先 

① 福岡県 宇美町 

② 福岡県 志免町 

視 察 目 的 

 熊取町と同規模の自治体であって職員数が大幅に少ない二つの

まちの実態調査 

① 部門別の職員数、嘱託職員数、臨時職員数の確認 

② 業務効率化のための取り組み確認 

出 席 者 氏 名  阪口 均、  浦川 佳浩、  坂上 昌史 

旅 費 明 細 

   交通費 

  熊取―関空 往復   920 円 

    レンタカー    5,890 円 

  宿泊       7,500 円 

  日当 3,000×2   6,000 円 

  関空―福岡 往復 22,230 円 

   小  計          42,540 円 

  

 

 旅費総額 

               ３ 人分 

 

          127,620 円 

 

 

 

 

 

 

 



 

６．報  告  書 

三つの町の比較表 

     人口   面積  一般会計予算  職員数 嘱託数 非常勤&臨時職 

熊取町  43910  17.2 ㎢  13000 百万円 339 人  88 人   233 人 

宇美町  37300  30.2 ㎢  10850 百万円 189 人  142 人   95 人 

志免町  45600  8.7 ㎢  12550 百万円  213 人  210 人   12 人 

＊29 年 4 月を基本にしているが一部に 29 年 1 月のデータも含まれている。 

＊嘱託職員と非常勤職員そして臨時職員のとらえ方が自治体によって違う。 

（一応、時短勤務の人は一日勤務に置き換えた人数換算している） 

 

上記データのように、わが熊取町と非常に似た自治体が福岡市にある。この二つの 

自治体は、できるだけ少数の職員数で最大の効果を目指している自治体と知り、実情を 

調査・研究をしたく視察に行ってきた。この数字には単純比較できない事情があること 

（例えば熊取では職員がやっている仕事を宇美町では民間に外注しているとか・・様々  

なケースがある）を前置きしたうえで出張報告します。 

 

福岡県 宇美町 行政視察報告            平成３０年２月１４日 

特徴的なこと 

① 部長を置かない。 

組織をスリム化して決済が早い。人件費の抑制にもつながっている。 

② 課長が采配を振るう場面が多い。 

現場を陣頭指揮する課長が予算を組んでそれを執行するため、課長の負担が大きいが 

シビアな予算執行がおこなわれる。 

③ 庁内ジョブローテーション制度の実施 



職員を定期的及び計画的に移動させることにより職員の経歴管理を適切に行う。これに 

よって職員のモチベーションアップにつながっている。 

④ 職員の新規採用の二次面接時に一般職員が入る。 

従来の採用基準に増して現場職員の意見が入ることによって人材育成の面で熱が入り 

目に見えて新人の育ち方がかわってくる。 

 

福岡県 志免町 行政視察            平成 30 年 2 月 15 日 

特徴的なこと 

① 部長を置かない 

組織をスリム化して決済が早い。 

② 職員定数条例の中で各部局の定数を決めている。 

平成 17 年から 31 年まで 5 年単位で定数適正化計画を定め目標に取り組んでいる。 

③ 人事評価制度の導入・職員の能力開発のための研修・職員のメンタルヘルス 

サポート等に取り組んでいる。 

職員のモチベーションアップになっている。 

阪口の感想 

いずれの町も「この人数でやらないといけない」という使命感が根底にあり必死で 

取り組んでいる姿がそれぞれの課長の話から十二分に伝わってきた。後に引けない 

状況の中からそれぞれの対策が考えられてきたことがよく分かった。そのまま熊取町 

になじまないものもあるとは思うが、中身を精査し研究したうえで助言していきたい。 

 

浦川の感想 

いずれの町も「事業主」としての立ち位置で「町を経営」し、「経営企画部」の名称 

で部署が設置されている事が、その意味を色濃く反映している。福岡空港に近い立地 

特性を活かし、周辺自治体の人口は増えているものの、自治体間で互いに知恵を絞り、 



1 人の職員が何役もこなす等、非常に良い競争が生まれていた。 

本町ではどうだろうか？ 現在は職員一人一人が専門性を持って、自分の仕事だけに 

特化できる環境に置かれている。しかしながら少子化・高齢化がさらに進み、財政が 

益々先細る時代が近い将来到来する。その時になって一人が何役もこなす「グループ制」 

を導入するのでは遅すぎる。これからの時代、本当の意味で「町を経営」する視点が 

必要になっており、私たちの会派はその先頭に立って行政と歩みを進めたい。 

 

坂上の感想 

熊取町との、違いはどちらの街も組織がそれほど細分化されていないことであった。 

熊取町は現在グループ制であるが細分化しすぎていてグループを横断的に人員の融通 

が出来ていないと感じていた。宇美町も志免町も熊取町より少ない職員数で、苦しい 

ながらも、各課、係で人員を融通していた。また宇美町では採用試験の際最終面接は 

町長がするものの、その前段階の面接は若手職員が担当しているとのことであった。 

採用後一番接する機会の多い年の近い職員が面接することは、面白い取り組みだと感 

じた。今後熊取町も今回視察した自治体を参考にしながら組織を見直しサービスを低 

下させることなく、人件費を削減できるよう提案していきたい。 



 

 

 










